
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集

　
　
　
　
　  

三
宅
守
常
編 

〔
全
二
巻
〕 

明
治
聖
徳
記
念
学
会
発
行

錦　

    

正 　

   

社
発
売

　
「
三
条
教
則
」
と
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
大
教
宣
布
の
一
環

と
し
て
、
明
治
五
年
に
教
部
省
が
国
民
を
教
導
し
善
導
す
る
立
場

に
あ
っ
た
全
国
の
教
導
職
に
通
達
し
た
「
第
一
条　

敬
神
愛
国
ノ

旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
、
第
二
条　

天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事
、
第

三
条　

皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ヘ
キ
事
」
の
三
箇
条

か
ら
な
る
日
常
生
活
の
倫
理
綱
領
。

　

教
導
職
を
通
し
て
日
本
国
民
に
示
さ
れ
た
“
近
代
日
本
に
お
け

る
初
の
国
民
生
活
上
の
倫
理
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
”
で
あ
る
。
そ
の

精
神
は
明
治
二
十
三
年
の「
教
育
勅
語
」へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

こ
の
三
箇
条
に
関
し
て
神
道
・
仏
教
・
心
学
・
戯
作
者
な
ど
各

方
面
か
ら
詳
細
に
解
釈
し
た
解
説
本
が
三
条
教
則
衍
義
書
で
あ
る
。

墨
筆
、
版
本
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
難
字
難
読
も
多
く
、
そ
の
編
集

は
難
儀
を
極
め
た
が
衍
義
書
一
〇
一
点
を
十
数
年
か
け
て
翻
刻
し
、

資
料
篇
と
し
て
編
年
順
に

約
一
〇
五
〇
頁
に
わ
た
り

収
録
。
ま
た
各
衍
義
書
に
つ

い
て
解
説
し
た
解
説
篇
も

約
一
五
〇
頁
付
し
た
。

　

日
本
近
代
宗
教
史
だ
け

で
な
く
日
本
思
想
史
、
倫
理

教
育
史
等
の
研
究
者
に
は

必
須
不
可
欠
の
資
料
集
。
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（
上
巻
）

序
資
料
篇

単
行
書
の
部

『
布
教
綱
要
』 

浄
土
宗

『
教
部
省
三
箇
条
記
』 

福
田
覚
城

『
三
大
教
則
私
考
』 

東
陽
円
月

『
三
教
則
訓
義
』 

東
陽
円
月

『
教
則
三
章
私
解
』 

東
陽
円
月

『
三
大
教
則
書
取
』（
草
稿
本
）・（
改
書
本
） 

東
陽
円
月

『
神
教
三
条
大
意
』 

国
井
清
廉

『
布
教
三
章
弁
』 

萩
園
雷
雨

『
三
条
略
解
』 

著
者
不
詳

『
天
恩
奉
戴
付
録
』 

福
田
義
導

『
諸
宗
説
教
要
義
』 

大
教
院
教
典
局
編

『
開
化
の
は
な
し
』〔
抄
出
〕 

曲
肱
軒
主
人

『
教
諭
凡
道
案
内
』 

佐
田
介
石

『
教
則
三
条
講
述
』 

樋
口
龍
温

『
示
蒙
教
導
三
条
略
弁
』 

田
中
知
邦

『
公
令
三
箇
条
布
教
則
大
意
』 

千
早
定
朝

『
説
教
訓
導
道
し
る
べ
』第
三
編〔
抄
出
〕 

吉
永
良
祐

『
三
条
演
義
』 

田
中
頼
庸

『
三
条
弁
解
』 

細
谷
環
渓

『
教
導
大
旨
講
義
』〔
抄
出
〕 

南
条
神
興

『
教
則
三
条
大
意
童
蒙
拝
弁
』 

東　

将
胤

『
童
蒙
教
則
往
来
』 

鈴
木　

礼

『
三
条
考
証
神
教
大
意
』 
佐
々
木
祐
肇

『
三
則
教
の
捷
径
』 
仮
名
垣
魯
文

『
説
教
童
蒙
三
則
弁
』 

宇
喜
多
練
要

『
三
則
示
蒙
』 

岡
本
経
春

『
説
教
大
意
』 

大
久
保
好
伴

『
三
則
論
題
訳
解
』
上
巻 

高
木
真
蔭

『
三
条
演
義
翼
』 

松
野
真
維

『
三
則
私
言
』 

佐
原
秦
嶽

『
三
則
私
解
』 

原

馨

『
三
則
説
教
心
学
道
し
る
べ
』一
編
・
二
編 

柴
田
遊
翁

『
説
教
之
一
端
』 

安
江　

静

『
教
義
三
章
弁
』 

不
破
祐
善

『
三
則
説
教
幼
童
手
引
草
』 

柴
田
遊
翁

『
三
則
愚
言
付
十
一
題
略
説
』〔
抄
出
〕 

大
久
保
祥
誉

『
三
則
童
喩
目
安
』 

上
田
及
淵

『
説
教
道
話
』初
編
・
次
編
・
続
編
・
続
々
編 

宇
喜
多
練
要

『
三
則
説
教
原
義
』
第
一
編 

総
生　

寛

『
彝
教
大
意
』〔
抄
出
〕 

野
口
惣
治

『
三
則
百
解
』 

鬼
島
広
蔭
か

『
三
条
愚
弁
』 

福
田
行
誡

『
三
則
和
解
』〔
抄
出
〕 

角
谷
隆
音

『
三
条
説
教
講
義
』 

伊
東
経
児
郎

『
教
義
諺
解
』
巻
一
・
巻
二 

渡
辺
重
春

『
三
則
正
弁
』 

味
酒
麹
翁

『
説
教
目
的
』 

安
江　

静

『
三
条
教
則
弁
』 

真
宗
僧
某

『
三
章
教
憲
和
解
』 

高
岡
増
隆

『
教
義
要
宗
』 

渡
辺
助
信

『
大
祓
詞
三
条
弁
』上
巻
・
中
巻
・
下
巻 

根
本
真
苗

『
開
化
の
本
』
初
編
〔
抄
出
〕 

西
村
兼
文

『
本
教
心
論
』 

前
田
夏
繁

『
説
教
格
言
』 

亀
卦
川
政
隆

『
教
憲
略
義
』 

穂
積
耕
雲

『
教
憲
本
拠
』 

堀　

秀
成

『
三
条
要
論
』 

鴻　

春
倪

『
説
教
三
則
百
談
』
巻
之
一
・
巻
之
二 

小
池
貞
景

『
明
教
事
実
』上
巻
・
下
巻 

平
田
長
子
・
久
保
季
茲
・
悳
隣

（
下
巻
）

『
三
条
述
義
』 

大
賀
賢
励

『
説
教
山
房
夜
話
』
巻
之
上
・
巻
之
下 

瑕
丘
宗
興

『
説
教
夜
話
』
上
編
・
下
編 

高
橋
雨
窓

『
童
蒙
魁
読
説
教
手
引
草
』 

小
川
持
正

『
三
条
大
意
』
巻
之
一
～
巻
之
五 

矢
野
玄
道

『
三
条
叢
説
』
巻
之
一
～
巻
之
四 

瑕
丘
宗
興

『
大
道
本
義
』〔
抄
出
〕 

浦
田
長
民

『
三
条
大
意
』 

萩
園
雷
雨

『
三
則
小
解
』 

海
妻
猪
勇
男

『
本
教
新
論
』〔
抄
出
〕 

小
池
貞
景

『
教
憲
略
説
』〔
抄
出
〕 

大
塚
嘉
則

『
三
条
略
論
』 

永
井
寿
雄

『
三
条
教
則
略
解
』 

藤
江
二
良
三
郎

『
敬
神
訓
蒙
説
教
道
之
話
』〔
抄
出
〕 

宇
喜
多
練
要

『
三
条
大
教
憲
義
解
』 

石
川
芳
雄
（
黙
真
人
）

『
説
教
用
三
条
の
御
教
憲
』〔
抄
出
〕 

服
部
菊
治
郎

『
三
条
教
憲
ニ
教
講
録
』 

渡
辺
正
輝

雑
誌
の
部

「
三
条
教
憲
拙
解
」『
教
義
新
聞
』
二
七 

清
水
彦
介

「
三
条
教
憲
要
解
」『
教
義
新
聞
』
二
九 

清
水
彦
介

「
天
理
人
道
弁
」『
教
義
新
聞
』
三
〇 

長
川
東
洲

「
六
月
十
七
日
開
講
」（
写
本
）『
教
院
講
録
』
一

 

西
川
須
賀
雄

「
御
教
則
第
一
条
ノ
旨
ヲ
演
説
ニ
及
ビ
マ
ス
ル
」

　
　
　
『
教
院
講
録
』
五 

奥
山
照
子

「
敬
神
」『
教
院
講
録
』
三
〇 

西
川
須
賀
雄

「
前
号
ノ
続
キ
」『
教
院
講
録
』
三
一 

西
川
須
賀
雄

「
前
号
ノ
続
キ
」『
教
院
講
録
』
三
二 

西
川
須
賀
雄

『
説
教
し
る
べ
草
』
第
一
号
〔
抄
出
〕 

山
本
与
助

「
三
章
略
弁
」『
教
場
必
携
』
五 

高
岡
増
隆

「
敬
神
之
弁
」『
教
条
必
携
』
六 

高
岡
増
隆

「
愛
国
之
説
弁
」『
教
場
必
携
』
六 

高
岡
増
隆

「
愛
国
」『
教
場
必
携
』
七 

堀　

秀
成

「
人
道
之
弁
」『
教
場
必
携
』
八
付
録 

高
岡
増
隆

「
三
条
弁
疑
」『
報
四
叢
談
』
八 

島
地
黙
雷

「
教
憲
ノ
解
」『
排
簡
雑
誌
』
一
三 

新
井
退
蔵

「
教
憲
ノ
解
続
」『
排
簡
雑
誌
』
一
四 

新
井
退
蔵

「
教
憲
ノ
解
続
」『
排
簡
雑
誌
』
一 

新
井
退
蔵

「
愛
国
」『
本
教
講
録
』
一 

堀　

秀
成

「
敬
神
」『
本
教
講
録
』
一 

堀　

秀
成

「
愛
国
」『
本
教
講
録
』
一 

深
川
照
阿

「
敬
神
」『
本
教
講
録
』
一 

村
田
清
昌

「
敬
神
之
説
」『
本
教
講
録
』
二 

三
宅
良
秀

「
敬
神
之
説
」『
本
教
講
録
』
三 

深
川
照
阿

「
敬
神
之
説
前
号
の
続
き
」『
本
教
講
録
』
四 

深
川
照
阿

解
説
篇

「
三
条
教
則
」
と
は
何
か

解
題

初
出
一
覧

あ
と
が
き

　
　
　
目
　
　
次

　
　
　
目
　
　
次

日
本
大
学
医
学
部
准
教
授

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統

　

文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授



　

教
育
学
か
ら 

石
　
川
　
松
太
郎　

　

私
た
ち
教
育
史
に
関
心
を
も
つ
も
の
は
、
近
代
と
い
え
ば

明
治
五
年
頒
布
の
「
学
制
」
を
嚆
矢
と
す
る
学
校
教
育
に
眼

を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
年
設
置
の
教
部
省

の
も
と
で
全
国
に
任
命
配
置
さ
れ
た
教
導
職
に
よ
る
事
績
の

軽
視
は
許
さ
れ
な
い
。
宗
教
関
係
者
の
み
で
な
く
心
学
者
等

も
協
力
し
て
、
全
国
民
を
対
象
と
し
た
教
化
の
故
に
、
よ
り

重
要
と
さ
え
い
え
よ
う
。
本
書
は
、
そ
の
教
化
精
神
を
簡
潔

に
ま
と
め
た
「
三
条
教
則
」
に
関
す
る
後
代
多
数
の
文
献
を

と
り
あ
げ
、
厳
密
な
校
訂
を
施
し
懇
切
な
解
説
を
加
え
た
書

で
あ
る
。
江
湖
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待
し
た
い
。

（
社
団
法
人 

石
門
心
学
会
理
事
長
・
日
本
教
育
史
学
会 

会
長
）

　

宗
教
学
か
ら 

島
　
薗
　
　
　
進　

　

近
代
日
本
の
宗
教
史
の
理
解
は
容
易
で
な
い
。
そ
の
大

き
な
理
由
は
、
明
治
維
新
の
際
に
宗
教
を
め
ぐ
っ
て
起

こ
っ
た
変
化
が
大
き
く
、
か
つ
ひ
じ
ょ
う
に
複
雑
だ
か
ら

だ
。
そ
の
大
き
く
複
雑
な
変
化
を
読
み
解
く
一
つ
の
鍵
と

な
る
の
が
、
一
群
の
三
条
教
則
衍
義
書
で
あ
る
。
三
宅
守

常
氏
の
長
期
に
わ
た
る
力
業
に
よ
り
、
多
数
の
三
条
教
則

衍
義
書
が
集
成
さ
れ
、
翻
刻
・
解
説
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。
こ
の
意
義
深
い
書
物
が
十
二
分

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
教
授
）

　

仏
教
学
か
ら 

末
　
木
　
文
美
士　

　

三
条
教
則
は
教
部
省
に
よ
る
大
教
院
政
策
の
軸
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
島
地
黙
雷
ら
に
よ
る
反
対
に
よ
っ
て
失
敗

に
帰
し
、
信
教
の
自
由
が
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し

か
し
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
資
料
集
を
見
る
と
、
三
条
教
則

の
受
容
に
は
そ
の
よ
う
な
図
式
で
は
割
り
切
れ
な
い
多
面

性
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
日
本
近
代

の
複
雑
さ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。近
代
の
神
仏
関
係
、

政
教
関
係
な
ど
を
根
幹
か
ら
問
い
直
す
た
め
に
、
こ
の
資

料
集
は
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
教
授
）

　

神
道
学
か
ら 

阪
　
本
　
是
　
丸
　

　

こ
の
た
び
明
治
聖
徳
記
念
学
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
三
宅

守
常
氏
編
『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』
所
収
の
衍
義
書

一
〇
一
点
に
は
、國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・

学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
河
野
博
士
記
念
室（
河
野
省
三
博

士
記
念
文
庫
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
六
六
点
含
ま
れ
て
い
る
。

編
者
の
長
年
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
資

料
集
を
契
機
と
し
て
、
先
人
が
培
っ
て
き
た
國
學
院
の
ユ

ニ
ー
ク
な
学
術
資
産
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
の
活
用
と
関
連

分
野
の
研
究
が
一
層
促
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
・
機
構
長
）
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